
道路事業 再評価 要点審議事業

一般国道６号 常磐バイパス

平成２８年度事業評価監視委員会（第３回）資料

平成２８年１１月１日
国土交通省 東北地方整備局
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常磐バイパス起終点 ：⾃ 福島県いわき市勿来町四沢
⾄ 福島県いわき市平下神⾕

延⻑ ：２７.７ｋｍ
幅員 ：２５.０ｍ
道路規格 ：第３種１級
設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ
事業化 ：昭和４１年度
都市計画決定：昭和５０年度
⽤地着⼿ ：昭和４３年度
⼯事着⼿ ：昭和４４年度

事業費・進捗率

・４⾞線化による円滑な交通の確保
・重要港湾「⼩名浜港」へのアクセス性向上
・常磐道アクセス、交通混雑の緩和による観光の活性化

１．事業の概要と⽬的 社会情勢の変化等
（再評価実施後２年経過）

しさわ

○事業⽬的

○計画概要

標準横断図
［単位：ｍ］

なこそ

たいらしもかべや

位置図

いわき市

福島県いわき市勿来町四沢
ふ く し ま け ん い わ き し な こ そ ま ち し さ わ

始点：

福島県いわき市平下神⾕
ふ く し ま け ん い わ き し た い ら し も か べ や

終点：
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H14年度
開通済
L=6.0km
(4/4)

H14年度
開通済
L=10.8m
(4/4)

H27年3⽉
開通済
L=1.3km
(4/4)

Ｔʼ10=43,166
（台/⽇）

Ｔʼ10=51,989
（台/⽇）

Ｔʼ10=20,812
（台/⽇）

全体事業費
(うち⽤地費)

執⾏済み額
(うち⽤地費)

全体進捗率
(⽤地費)

H26事業
再評価時
(⽤地費)

完成 1,050億円
(140億円)

1,010億円
(139億円)

96%
(99%)

1,040億円
(140億円)

25.0
3.01.57.02.07.01.53.0

13.0（暫定）

1.5 1.5 3.07.0

H29年度
開通予定
６⼯区
L=6.0km
(4/4)

H29年度
開通予定
１⼯区
L=0.8km
(4/4)

:評価対象区間
:高規格幹線道路
:地域高規格道路
:一般国道
:主要地方道・県道

その他道路凡例
道路種別

□□□

:開通中
:事業中
:未事業化

凡　例

:市役所

:役場

その他凡例

:4車線以上
:2車線

道路種別

※H12.3 2/4全線開通

勿
来
バ
イ
パ
ス

Ｌ=

4.

4
㎞ ⾄ 東京都

⾄ 仙台市

小名浜港

いわき市役所

いわき湯本IC

いわきJCT

いわき勿来IC

(仮)いわき⼩名浜IC
(仮)添野IC

(仮)泉下川IC

いわき中央IC

H27年9⽉開通済
L=1.4km(4/4)

６

49

６

399

６

1

H28年3⽉開通済
L=1.4km(4/4)

(主
)⼩
名
浜
平
線

※Ｈ２８補正予算投入時点



③H29年度開通予定
０１⼯区周辺

２．事業の進捗状況

⼀般国道６号 常磐バイパス⼯事進捗状況

施 ⼯ 中 H28.10現在

① 夏井甲塚こ道橋下部⼯
なついかぶとづか

常
磐
バ
イ
パ
ス
Ｌ=

27.

7
㎞

1⼯区
L=0.8㎞
(4/4)

久世原トンネル
L=264.0ｍ

不動橋
L=47.0ｍ

中⼭こ道橋
L=23.4ｍ

菅波⼤橋
L=110.0ｍ

①
夏井甲塚こ道橋
L=23.7ｍ

蛭⽥川橋
L=61.0ｍ

位置図

福島県

新潟県

⼭形県 宮城県

茨城県群⾺県
栃⽊県

●いわき市

福島市●
相⾺市●

●郡⼭市

●会津若松市

●⽩河市

② 菅波⼤橋付近
すぎなみ

②菅波⼤橋下部⼯
すぎなみ

雷交差点

施 ⼯ 済

H14年度
開通済
L=6.0km
(4/4)

H14年度
開通済
L=10.8m
(4/4)

H27年3⽉
開通済
L=1.3km
(4/4)

６⼯区
L=6.0km
(4/4)

H27年9⽉開通済
L=1.4km(4/4)

③

②

⾄ 東京都

⾄ 仙台市

蛭⽥川橋
289

６

勿来バイパス

１⼯区

2

H28年3⽉開通済
L=1.4km(4/4)

６

四沢
交差点



常磐⾃動⾞道
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６
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き
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Ｉ
Ｃ

289

福島県
いわき市

いわき好間中核

⼭⽥インダストリアルパーク

常磐⿅島

野⽥

銭⽥
岩ヶ岡

いわき中部

⼩名浜臨海

いわき四倉中核

⼩名浜中央

スパリゾートハワイアンズ

よ
つ
く
ら

ち

う
お
う

ゆ
も
と

お
な
は
ま

な
こ
そ

そえの

いずみしもかわ

じょうばん

お な は ま こ う

茨城県

３．前回再評価時からの周辺環境等の変化

当該路線周辺において、勿来バイパスが平成27年度に事業化

▼いわき市内道路事業の概要広域図

3

久之浜バイパス
L=6.0km

勿来バイパス
L=4.4km

（H27年度事業化）

常磐バイパス L=27.7km

H2８年度
暫定２⾞線
全線開通予定

H28年度
４⾞線全線開通予定

⾄

仙
台
市

アクアマリン
ふくしま

いわき・
ら・ら・ミュウ

新⼩名浜
⿂市場

し ん お な は ま

う お い ち ば

平バイパス
L=7.7㎞

北好間改良
L=２.２㎞
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▼常磐バイパス区間における混雑状況

4⾞線化による円滑な交通の確保

４．事業の必要性（１）

・これまでの常磐バイパスの４⾞線化により交通混雑が緩和
・残る2⾞線区間では、ボトルネック区間（4⾞線→2⾞線）において、混雑が発⽣し、⾛⾏性が低下している状況
・常磐バイパスの全線4⾞線化により、円滑な交通の確保が期待される ▼国道６号４⾞線→２⾞線区間

における混雑状況
（地点① H28.7撮影）

▼２⾞線区間の混雑度の変化

1.48

0.94

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

現況 将来

混雑度

資料：H22道路交通センサス

６⼯区
L=6.0㎞

常磐バイパス L=27.7㎞
1⼯区

L=0.8㎞

四
沢
交
差
点

雷
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佐
糠
交
差
点

住
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上
⽮
⽥
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差
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神
⾕
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差
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林
城
交
差
点

⾄

仙
台
市

飯
⽥
交
差
点

中
迎
交
差
点

成
沢
交
差
点

⾄

東
京
都

：平⾯交差点
：⽴体交差点

①

２⾞線区間２⾞線区間

混雑度

資料：H22道路交通センサス
H28交通実態調査結果

４⾞線化済み区間

雷〜佐糠、佐糠〜住吉の区間の交通量の値は、Ｈ28交通量実態調査結果を採⽤
混雑度の値は、道路条件をH28現況の条件に更新して算定した結果を採⽤

24,600
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⾄ 仙台市

⾄ 東京都



⽯炭
54%

重油
10%

⽯油製品
6%

⾦属鉱物
6%

原油
5%

その他
19%

Ｈ26年
総貨物取扱量
17,894,025ｔ

・常磐バイパスの沿線では⼯場の増新設が進み、⼯場〜⼩名浜港の輸送において常磐バイパスが利⽤される
・常磐バイパスの整備とともに、⼩名浜港では陸送を⾏う⽯炭の取扱量が増加傾向（⽯炭は⼩名浜港の取扱貨物の約５０％を占める）
・⽯炭の運搬先である⽕⼒発電所の施設増強（⽯炭ガス化複合発電）の計画や、⼩名浜港の東港地区の整備などにより⽯炭の取扱量
が増え、今後更に常磐バイパスの利⽤増加が⾒込まれる
・常磐バイパスの4⾞線化、⼩名浜道路の整備に伴い、⼩名浜港へのアクセス性の更なる向上が期待される

▼⼩名浜港 ⽯炭取扱貨物量

▼⼩名浜港 主要取扱貨物 ▼⼩名浜港 東港地区整備の状況
資料：港湾統計

資料：⼩名浜港統計年報（H26） 資料：⼩名浜港湾事務所

４．事業の必要性（２）

資料：福島県商⼯労働部企業⽴地課

重要港湾「⼩名浜港」へのアクセス性向上

■常磐バイパスを利⽤し、輸⼊した⽯炭・⼯業塩を⼩名浜港から勿来
IC付近の⼯場までダンプトラック200台/⽇以上輸送しています。
■4⾞線化によって渋滞が緩和したことで顧客先へ遅れることが無くな

りました。 ＜沿線企業の声＞

：増設H23-H27
：新設H23-H27
：⼯業団地

⾄ 東京都

常
磐
バ
イ
パ
ス

いわき好間中核

⼭⽥インダストリアルパーク

常磐⿅島

野⽥

銭⽥

岩ヶ岡

いわき中部

小名浜港

1⼯区
L=0.8km

６⼯区
L=6.0km

⽕⼒発電所
⼩名浜臨海

⾄ 仙台市

いわき湯本IC

各⼯場〜⼩名浜港
の輸送に常磐バイパス

を利⽤

いわき中央IC

いわき勿来IC

（仮）いわき⼩名浜IC

⼩名浜港〜⽕⼒発電所の
輸送に常磐バイパスを利⽤

49

６

5

⼩名浜中央

▼いわき市の⼯業団地及び⼯場増新設箇所



168 

281 
252 254 

227 238 249 

309 
338 318 321 312 

76 

232 241 230 231 

22%

34%34%

42%42%
50%50%

61%61%61%61%61%61%61%61%
65%

76%

0%

20%

40%

60%

80%

0
50
100
150
200
250
300
350
400

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27（年）

⼩名浜港周辺観光施設の観光⼊込客数 常磐バイパス4⾞線化整備率

・これまで常磐バイパスの整備とともに、⼩名浜港周辺への観光客数が増加
・⼤型商業施設の進出（平成３０年開業⽬標）により、更に常磐バイパスの利⽤増加
が⾒込まれる
・常磐バイパス４⾞線化等の整備により、時間短縮・アクセス性が向上し、観光の活性化
が期待される

４．事業の必要性（３）

常磐道アクセス、交通混雑の緩和による観光の活性化

▼勿来IC→⼩名浜港の所要時間

▼⼩名浜港周辺の観光施設の⽴地状況

19分
16分

10

15

20

整備前
２⾞線

整備後
４⾞線

いわき勿来IC

資料：福島県観光⼊込状況

常
磐
バ
イ
パ
ス

（仮）いわき⼩名浜IC

いわき湯本IC

いわき中央IC

いわき四倉IC

H11年度
全線２⾞線開通

⼤型商業施設
（H30開業⽬標）

小名浜港

⼩名浜港周辺に
主要観光施設

が⽴地

46分
37分

20
30
40
50

整備前
２⾞線

整備後
４⾞線

▼いわき四倉IC→⼩名浜港の所要時間
（分） （分）

▼⼩名浜港周辺観光施設※の観光⼊込客数の推移

※⼩名浜港周辺観光施設・・・アクアマリンふくしま、いわきら・ら・ミュウの観光⼊込客数

アクアマリンふくしま
（⽔族館）

いわき・ら・ら・ミュウ
（観光物産センター）

資料：道路交通センサス

︻
観
光
⼊
込
客
数
︼

︻
整
備
率
︼

東⽇本
⼤震災

震災前の約７割
まで回復

（万⼈）

アクアマリンふくしま
（⽔族館）

いわき・ら・ら・ミュウ
（観光物産センター）

いわき三和IC

６

49

６

399

６

1⼯区
L=0.8km

6⼯区
L=6.0km

6
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６⼯区
L=6.0km

勿
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ス

Ｌ=

4.

4
㎞

⾄ 東京都

⾄ 仙台市

小名浜港

いわき市役所

いわき湯本IC

いわきJCT

いわき勿来IC

１⼯区
L=0.8km

(仮)添野IC

(仮)泉下川IC

いわき中央IC

①②③⑤

いわき三和IC
６

49

６

399

６

④

⑤

項 ⽬ 増額
（億円） 概 要

⼯事費

計画変更に係る増

※⼀部でH30以降
残⼯事有り

４．８
① 縦断計画等の⾒直し

（１⼯区）

４．４
② 軟弱地盤対策による増

（１⼯区）

０．6
③ 施⼯時交通確保による増

（１⼯区）

０．9
④ 法⾯対策の⾒直し

（６⼯区）

コスト縮減 ▲０．７
⑤ 橋梁のジョイントの⾒直し
（１⼯区：蛭⽥川橋）
（６⼯区：不動橋、菅波⼤橋）

合 計 １０．０

５．事業計画の変更内容（１）

常磐バイパスの事業費増 （全体事業費１，０４０億円→１，０５０億円）１％増（１０億円）

7
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縦断変更範囲

L=４.４km L=２７.７km
（H27事業化）

(起)

6

6

至仙台

至水戸

平⾯図

：用地追加取得範囲

①縦断計画等の⾒直し（＋4.８億円）
・当初計画 ： 4.８億円
（旧）⽇本国有鉄道との協議（Ｓ４２．７．５）により、鉄道軌条⾯から
『6.3m＋桁厚』で計画

・変更計画 ： 9.６億円
①東⽇本旅客鉄道(株)との協議（Ｈ２８．６．２２）及び、維持管理に必
要な桁下空間の確保のため鉄道軌条⾯から『7.0m ＋1.0m(維持管理)＋
桁厚』となり、縦断計画の変更

②警察協議により交通処理の観点から、交差点を集約するよう要望あり。
交差点を集約するため、本線横断のボックスカルバートが増⼯となる。

：擁壁・函渠施工箇所

JR
常磐線

蛭田川

当初計画変更計画

縦断図 横断図

当初のランプ形式

５．事業計画の変更内容（２）
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②軟弱地盤対策による増 (＋４.４億円)
・当初計画 ： －
対策不要

・変更計画 ：４．４億円
縦断計画・交差点形状変更に伴い地質調査を実施した結果、緩い砂地盤に液
状化層が確認され、また安定解析の結果、安全率が1.0を下回る結果となったため、
液状化対策として地盤改良が必要となった

当初 ⾒直し 変動

地盤改良 － 27,000m3
(４.４億円) +４.４億円

所要額 － ４.４億円 +４.４億円

横断図

平⾯図

(A-A断面)

地盤改良

砂礫⼟

砂質⼟ 地盤改良
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５．事業計画の変更内容（３）

地下⽔位

当初の高さ 6.4ｍ

変更後の高さ 8.1ｍ

1.7ｍ

地盤改良が必要となる
高さ 6.9ｍ

改良範囲
安定解析の結果盛土高が6.9m以上となる区間で許容安全率が1.0を
下回るため対策が必要となる

９



当初 ⾒直し 変動

アスファルト舗装 － 2,080m2
(０.6億円) +０.6億円

所要額 － ０.6億円 +０.6億円

ｽﾃｯﾌﾟ①:下り線ランプ部施⼯時現況:ランプ供⽤中

ｽﾃｯﾌﾟ②:上り線ランプ部及び本線部施⼯時 ｽﾃｯﾌﾟ③:本線部施⼯時

至仙台 至仙台

至仙台
至仙台

：下り線

：上り線

A

A

施工範囲

施工範囲

施工範囲

③施⼯時の交通確保による増 (＋0.6億円)
・当初計画 ： －
現在、オンランプ・オフランプを各々1⾞線分離で供⽤中

・変更計画 ：0.6億円
ランプ施⼯時は施⼯ｽﾃｯﾌﾟ毎の交通切り回しが必要。
ランプを対⾯交通にして交通確保するため、不⾜幅の⾞道舗装の必要が⽣じる。

(A-A断面)

(B-B断面)

B

B

５．事業計画の変更内容（４）

10



④ 法⾯対策⼯の⾒直し (＋0.9億円)
・当初計画 ：０．2億円
既往地質調査結果等を踏まえ、法⾯対策⼯を鉄筋挿⼊⼯としていた

・変更計画 ：１．１億円
切⼟施⼯中に、地質調査により想定していた砂質泥岩より脆弱な⼟質が確認さ
れた為、追加の地質調査及び法⾯対策の再検討を⾏い「鉄筋挿⼊⼯＋吹付
法枠⼯」による対策が必要となった

当初 ⾒直し 変動

鉄筋挿⼊⼯
（4.0m）

522m2
(０.2億円) － -０.2億円

鉄筋挿⼊⼯（6.5m）
＋

吹付法枠⼯
－ 522m2

(１.1億円) +１.１億円

所要額 ０.2億円 １.１億円 0.9億円

施⼯状況

新たに確認された脆弱な⼟質
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５．事業計画の変更内容（５）

⾄ 東京

⾄ 仙台
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新技術（アルミ合⾦鋳物製ジョイント）の導⼊（蛭⽥川橋・不動橋・菅波⼤橋）
・当初計画：⼀般的である、鋼製フィンガージョイントを想定
・変更計画：新技術である、アルミ合⾦鋳物製ジョイント※２を導⼊し、コスト縮減を図る

位置図
鋼製ﾌィンガージョイント当初 アルミ合⾦鋳物製ジョイント変更（新技術）

※1．伸縮装置(ジョイント)

伸縮装置は、橋梁自体の温度変化、コンクリートのク
リープおよび乾燥収縮、荷重などに桁端の変位に対し
て、走行車両が路面を支障なく走行するための装置で
ある

※２．アルミ合金鋳物製ジョイントとは
・本体がアルミ合金鋳物製であるため、軽量で塩害などの耐候性に優れる。止水に対してはハニカム状の止水ゴムが圧縮

状態で内蔵されているため、止水性に優れ、走行音が橋梁下に透過し難い構造。

・構成部材がシンプルでありコンパクトであるため、施工コストの縮減が可能。

伸縮ジョイント

蛭田川橋

不動橋

菅波大橋

項目 箇所 当初 変更 縮減額

ジョイント
(2箇所 A1・A2橋台)

蛭⽥川橋(61.0m)
鋼3径間連続⾮合成鈑桁 0.5億円 0.3億円 －0.2億円

ジョイント
(2箇所 A1・A2橋台)

不動橋(47.0m)
鋼単純⾮合成箱桁橋 0.5億円 0.3億円 ー0.2億円

ジョイント
(2箇所 A1・A2橋台)

菅波⼤橋(110.0m)
上路式逆ローゼ桁橋 0.6億円 0.3億円 ー0.3億円

合計 1.6億円 0.9億円 ー0.7億円

⑤ コスト縮減 (ー０.７億円)
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５．事業計画の変更内容（６）



６．事業の投資効果

●Ｂ／Ｃ＝３．４
○計画交通量（Ｈ４２） ２９，６００台/日

○純現在価値（ENPV） １３３億円

○経済的内部収益率（EIRR） ２５．１％

基本
ケース

感度分析

交通量変動 事業費変動 事業期間変動

+10％ -10％ +10％ -10％ +20％ -20％

費用C（現在価値） 56 56 56 59 52 55 57

事業費（億円） 35 35 35 39 32 35 35

維持修繕費（億円） 21 21 21 21 21 20 21

便益B（現在価値） 189 198 182 189 189 181 198

走行時間短縮便益（億円） 140 148 132 140 140 134 147 

走行経費減少便益（億円） 22 19 19 22 22 21 23 

交通事故減少便益（億円） 28 31 31 28 28 26 29 

費用便益比 B/C 3.4 3.5 3.3 3.2 3.6 3.3 3.5 
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H２８今回（残事業）

H２６前回（残事業） ●Ｂ／Ｃ＝５．８
○計画交通量（Ｈ４２） ２９，４００台/日

※基準年（平成２８年度）における現在価値換算した金額

※１．本事業は「将来交通需要推計の改善について（中間とりまとめ）」に示された第二段階の改善を前回評価時点で反映している
※２．本事業は費用対効果分析の実施判定表に基づき、費用対効果分析を今回評価において実施しない事業であるが、当該区間において

前回評価時点から部分開通があり、残事業の費用対効果に影響するため、残事業のみ費用対効果を確認するもの

参 考



７．事業の必要性に関する視点（事業の進捗状況）

１１．対応⽅針（原案）

９．コスト縮減や代替案⽴案等の可能性の視点

１０．地⽅公共団体等の意⾒
○福島県知事の意見

国の対応方針（原案）については、意義ありません。

なお、東日本大震災からの復興を支援するため、早期開通に努めてください。

○また、以下の団体等から、一般国道６号常磐バイパス の整備促進について要望あり

・一般国道6号・49号いわき地区改築工事促進期成同盟会

・福島県浜通り地区国道協議会

・いわき市長

○事業採択時より再評価実施までの周辺環境等の変化

・平成２７年度 一般国道６号勿来バイパスが事業化

事業継続

（理由） ４車線化による円滑な交通の確保、重要港湾「小名浜港」へのアクセス性向上、常磐道アクセス、交通混雑の緩和による観光の活性化

等のため、早期整備の必要性が高い

８．事業の進捗の⾒込みの視点
○平成２９年度に常磐バイパス６工区（L=６．０ｋｍ）が開通予定
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○新技術（アルミ合金鋳物製ジョイント）の導入により、コストの縮減を図る


